
小名浜港のコンテナ

令和７年２月５日
福島県港湾課長 木下秀幸
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本日の説明内容
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•はじめに

•小名浜港の概要

•大剣ふ頭コンテナターミナルの整備

•小名浜港のコンテナ航路

•小名浜港のコンテナ貨物

•小名浜港利用のメリット

•小名浜道路の整備

• カーボンニュートラルの取組
小名浜港

相馬港



（はじめに）小名浜港の歴史
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沈船防波堤 「汐風」埋設箇所 １号ふ頭

明治時代の小名浜港
        （出典：国土交通省 東北地方整備局

         小名浜港湾事務所 HP）



（トピック）クルーズ船の寄港
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・震災以降、クルーズ船の寄港が激減していたが、平成28年からは徐々にクルーズ船の寄港が再開。
・令和６年９月には「飛鳥Ⅱ」と「にっぽん丸」が寄港。港の賑わいと地域振興に貢献。

飛鳥Ⅱ にっぽん丸



東港地区
国際物流ターミナル

沖防波堤

防波堤（第二沖）

西防波堤（第二）

大剣ふ頭

１号ふ頭

面積約1,999ha（水域1,589ha、陸域410ha）、東西距離6.3km

小名浜ﾏﾘﾝﾌﾞﾘｯｼﾞ

（東）

５・６・７号ふ頭
・石炭（輸入・移出）
・金属鉱（輸入）

３号ふ頭
・金属鉱（輸入）
・セメント（移入）
・石炭（輸入）

藤原ふ頭
・製材、木材チップ（輸入）
・再利用資材・金属くず（輸出）
・非金属鉱物（移出）

大剣ふ頭
・コンテナ貨物（輸出入）

４号ふ頭
・セメント（移入）
・化学薬品（輸・移出）
・化学肥料（移出）

栄町地区
・水産拠点

剣浜地区
・いわきサンマリーナ

１・２号ふ頭
・交流拠点

アクアマリンパーク

大剣ふ頭
・重油（移入）
・石油製品（移入）

水産ゾーン

物流関連ゾーン

危険物関連
ゾーン

緑地ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ
ゾーン

交流拠点ゾーン

漁港区
２号ふ頭

７号ふ頭

藤原ふ頭

５号・６号ふ頭

３号ふ頭

４号ふ頭

西防波堤
（第一）

（西）

用途ごとで「水産ゾーン」「交流拠点ゾーン」「物流関連ゾーン」「危険物関連ゾーン」

「緑地レクリエーションゾーン」に区分

三崎防波堤

小名浜港の概要
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東港
・石炭



大剣ふ頭コンテナターミナルの整備

機能強化事業の概要
①コンテナクレーン強化【１基⇒２基】
②コンテナヤード拡張 【４ha⇒約6ha】

（その他）
 ・3段積みストラドルキャリア導入
 ・ヤード拡張に伴うレール延伸

施設概要（令和6年4月現在）

総面積 60,702㎡
バース 延長370ｍ、水深10ｍ
ガントリークレーン：２基
リーファコンセント：20基
トラックスケール：1基
ストラドルキャリア：4台
トップリフター：2台
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コンテナターミナルの機能強化事業を実施（令和３年度～令和６年度）

事業完了後は
蔵置能力が約２倍に！

既設ガントリークレーン

新設コンテナクレーン

①コンテナクレーン強化
 ガントリークレーン１基 ⇒２基

２隻同時着岸が可能に（令和６年３月25日供用開始）
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大剣ふ頭コンテナターミナルの整備
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0 20 40 60 80 100m

既設レール長216.5ｍレール延伸143.5ｍ

外航船130ｍ
内航船97ｍ石灰石79ｍ

予備機
駐機スペース
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石灰石荷役スペース

外航コンテナ船と内航コンテナ船を同時に係留することを可能とするため、

クレーンレールの延伸及びガントリークレーンの増設を実施する。

併せて、コンテナの蔵置能力を増やすために舗装改良を行う。

工期（予定） R3 R4 R5 R6

多目的クレーン撤去（完了）

レール延伸

ガントリークレーン増設

舗装改良

レール全長360ｍ

②コンテナヤード拡張
 保税区域 4ha（約40,000㎡） ⇒ 約6ha（約61,000㎡）
蔵置能力が向上（令和６年度末完了予定）



大剣ふ頭コンテナターミナル（周辺施設）
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■大剣コンテナフレートステーション
（面積：1590.0㎡）

■小名浜港くん蒸上屋 
   （面積：165.0㎡）

■藤原コンテナフレートステーション
（面積：4168.2㎡）

■小名浜港物流センター
（面積：1号棟3124.8㎡

2号棟5472.0㎡）

大剣ふ頭



天津新港

青島

蔚山釜山

光陽

小名浜港コンテナ航路
⚫韓国・中国航路（天津新港/青島直行サービス）

毎週月曜日 （週１便）

船社 ：南星海運ジャパン・高麗海運ジャパン（共同配船）

⚫国際フィーダー航路

毎週金曜日 （週２便）

航路：京浜 ～ 小名浜 ～ 京浜

船社：鈴与海運（令和6年2月～）／CMA CGM ・ ONE

   井本商運（令和6年6月～）／OOCL

⚫内航輸送サービス

随時 国内港～国内港への輸送も可能
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輸入 釜山

小名浜港まで ５日～

輸出 青島 天津新港 釜山

小名浜港から １４日～ １２日～ ８日～

積替によって全世界と接続可能

小名浜

京浜港



小名浜港コンテナ貨物取扱量の変遷 （令和6年10月末現在）
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輸移入 輸移出

近隣野積場借受
約25,000TEU/年

（単位：TEU）

ソーラスフェンス拡張
ヤード修繕工事等
約30,000TEU/年

３段積みキャリア導入
約35,000TEU/年

舗装改良工事
ガントリークレン増設等
約40,000TEU/年

東日本大震災 貨物量が急増 ・国際フィーダー休止
・新型コロナウイルス感染拡大、

世界的コンテナ不足、海上運賃
高騰の影響等により貨物急減 10

実入りコンテナ
取扱可能数量

輸入が多く、貨物のバランスが
悪い傾向にある



小名浜港コンテナ国別取扱状況（令和５年・TEUベース）
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ベトナム

30%

韓国

25%

中国

18%

フィリピン

8%

インド

7%

その他

12%

中国

45%

フィリピン

20%

韓国

20%

ベトナム

6%

タイ

5%

その他

4%

輸入
11,810TEU

輸出
4,048TEU

総取扱量
15,858TEU



小名浜港コンテナ品目別取扱状況（令和５年・TEUベース（暫定））
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紙・パルプ

35%

動植物性製造

飼肥料

17%

輸送用容器

9%

染料・塗料・合成

樹脂・その他化学

工業品

9%

その他製造工業品

8%

化学薬品

7%

その他

15%
木製品

21%

非金属鉱物

17%

その他繊維

工業品

12%

化学薬品

12%

染料・塗料・合成

樹脂・その他化学

工業品

11%

金属製品

5%

その他

22%

輸入
11,810TEU

輸出
4,048TEU

総取扱量
15,858TEU



県南
地域
14.6％

栃木県
7.9％

県中
地域
9.7％

茨城県
3.1％

県北地域
1.7％

その他（不明含む）
0.5％

小名浜港コンテナ地域別取扱状況（令和５年・TEUベース）

相双
地域
6.5％

いわき市
55.9％
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福島県内の小名浜港利用状況
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小名浜港のメリット① 迅速な貨物運搬

港湾背後の充実した道路・交通ネットワーク等により迅速な貨物運搬が可能

15

30ｋｍ圏内

100ｋｍ圏内

60ｋｍ圏内

郡山市なら
２往復輸送可能

いわき市内なら
４往復輸送可能

「小名浜道路」整備中
（令和7年夏頃全面開通予定）

コンテナヤード内の渋滞がない

輸出が少ないためコンテナ不足がない

コンテナドレージの時間的な制約がない

コンテナヤードオペレーターが通関・
配送・船舶代理店を兼ねているため

ワンストップサービスが可能

スムーズな貨物運搬が可能



小名浜港のメリット② 2024年問題対策

トラック運送業界における働き方改革の影響回避策

東京港・横浜港利用の場合の影響

●車両の手配が難しくなる
ドライバーの運転時間が制限され、月内運行時間の調整が必要となるため、
長距離対応が可能なドライバーが不足し、車両の手配が難しくなる。

●運送コストがアップする

運送会社の対応策として、時間短縮のため高速道路使用する場合や、
運転時間の制限対策としてドライバー2人体制とする場合等が想定されるため、
荷主負担が増えることが懸念される。

小名浜港利用の場合

短距離輸送となるため影響が軽微
（法令遵守、車両の安定確保、物流コストの削減等に繋がる）

2024年4月から、運送業界の働き方改革による時間外労働の上限規制（年960時間）
が適用開始。
また、荷主勧告制度改正により、過労運転への関与が判明すると荷主名も公表。
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小名浜港のメリット③ CO2排出量と物流コストの削減

国内輸送距離短縮による物流コストと時間の削減、さらにCO2排出量も削減

17

例えば…

工場等が郡山市に所在する場合
京浜港間・小名浜港間で

比較した時のCO2排出割合は

約７割削減

1124

216

43
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0 200 400 600 800 1000 1200

自家用貨物車

営業用貨物車

船舶

鉄道

輸送量当たりのCO2排出量（貨物） 2021年度版

（単位：G-CO2/㌧km）

郡山市

地元の港を使うことで
陸送コスト・CO2排出量の

削減に繋がる

トラック輸送より
船舶輸送の方が

CO2排出量が少ない
京浜港まで

往復約550ｋｍ

小名浜港

京浜港

小名浜港まで

往復約180ｋｍ



小名浜港のメリット④ 充実した助成金
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小名浜港のコンテナ航路を利用して貨物の輸出入を行った荷主に対して、コンテナ輸送に係る
経費の一部を助成

注意事項

制度内容

○助成対象期間は令和6年4月1日～令和7年3月31日です。
○予算の範囲内で実施するため、期間中でも予算に達した時点で終了します（先着順）。
○制度の詳細はHPをご覧下さい。

助成区分 対象 助成額 上限

新規利用荷主 小名浜港を新たに利用した荷主
輸入： 10,000円／TEU
輸出： 20,000円／TEU

50TEU
（最大1,000,000円）

新規利用大口荷主 新規利用荷主のうち200TEU以上利用した荷主
上記の助成額に

一律1,000,000円を加算

新規利用市外陸送荷主
新規利用荷主のうち市外に所在する工場等と
小名浜港間を輸送した荷主

輸出入： 2,000円／TEU
50TEU

（最大100,000円）

継続利用荷主 小名浜港を利用した荷主（30TEU以上）
輸入： 5,000円／TEU
輸出： 10,000円／TEU

50TEU
（最大500,000円）

小名浜港利用促進協議会 検索

提出書類が少なく、手続きが簡単です！

京浜港との間を陸上トラック輸送し輸出入されている貨物を、横浜港経由のフィーダー利用転換する場合、
さらに助成制度があります。当助成金と併用可です（5,000円／TEU・上限500,000円）。
問い合わせ：横浜川崎国際港湾㈱ Email：sales@ykip.co.jp



小名浜港のメリット⑤ 代替港としての利用（ＢＣＰ対策）
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バックアップ港として利用することで、さまざまなトラブルによる損失を低減

災害
（地震・風水雪害等）

事故
（火災・テロ攻撃等）

感染症流行

交通アクセス

温暖な気候

倉庫の確保

小名浜港の代替港としての優位性

混雑がない

特定の港に貨物を集中させると、
有事の際に物流混乱、生産の低下・
停止等に繋がるリスク

高速道路・幹線道路等、交通網が充実して
いる。

助成金

大規模イベント

東北地方だが、冬でも暖かく
降雪がほとんどない。

周辺道路の渋滞がほとんどなく、
コンテナヤード内での待ち時間も少ない。

1TEUの利用から助成金の対象となるため、
トライアルでも利用しやすい。

周辺に倉庫を手配しやすいため、
緊急時に迅速な貨物手配が可能。



小名浜道路の整備
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常磐自動車道と小名浜港を結ぶ無料で通行できる自動車専用道路を整備中
（令和7年夏頃開通予定）



小名浜道路の計画概要

いわき
山田ＩＣ

いわき添野ＩＣ

いわき泉ＩＣ

いわき小名浜ＩＣ

添野インター橋

○国際海上コンテナ車
（40ft背高）通行可能

○いわき泉IC ～
いわき小名浜IC ～
いわき山田IC間：無料

重要港湾
小名浜港

至 勿来IC 茨城県

至 湯本IC 宮城県
小名浜道路 計画延長L=8.3km

至 茨城県

至 宮城県

令和７年夏頃開通予定 21



整備効果（直接的効果(1)）

Aルート 29分

Cルート 30分

Bルート 13分

Dルート 13分
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整備効果（直接的効果(2)）
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広報資料

【YouTube 福島県公式チャンネル】で
PR動画公開中

https://www.youtube.com/user/PrefFukus
hima

「小名浜道路」で検索してね！

24

https://www.youtube.com/user/PrefFukushima
https://www.youtube.com/user/PrefFukushima


カーボンニュートラルポート（ＣＮＰ）の形成
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・官民が連携しながら港湾の脱炭素化を図る取組。
・ＣＮＰの形成を通じて、荷主や船社から選ばれる競争力のある港湾を目指すとともに、
臨海部産業の競争力強化や脱炭素社会の実現に貢献することを目指す。

出典：国土交通省資料



242

182 180

107

0

2013年度
(実 績 値)

2021年度
(実 績 値)

2025年度
(短期目標値)

2030年度
(中期目標値)

2050年
(長期目標値)

ターミナル内 船舶・船舶 ターミナル外

[万トン/年]

56%減

(カーボン
ニュートラル)

26%減

100%減

小名浜港における脱炭素化の取組
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・令和6年6月に「小名浜港港湾脱炭素化推進計画」を策定した。
・本計画では、温室効果ガス排出量を2050年に実質ゼロとする目標を設定している。

小名浜港港湾脱炭素化推進計画 ～カーボンニュートラルポート（CNP）形成に向けシンカする小名浜港～

①温室効果ガスの排出量の削減並びに吸収作用の保全及び強化に
関する取組

・管理棟、照明施設等のLED化による省エネルギー化

・再生可能エネルギー由来の電力使用への切替

②港湾・臨海部の脱炭素化に貢献する取組

・アンモニアの輸入、移入、貯蔵を可能とする受入環境の整備

東港地区におけるアンモニア輸送基地の整備の検討

・本港を出入りする車両の水素燃料化など

・荷役機械の低炭素化・脱炭素化

・水素・アンモニア等の輸送拠点整備による広域的、効率的な

脱炭素化推進への寄与

・本港周辺企業や本県内外に立地する港湾への輸送を視野に

入れた水素・アンモニア拠点形成

大水深岸壁の活用を検討

当面の取組

技術開発の
進展に応じた

取組

2030年代を
見据えた取組

2050年に
向けた取組

港湾脱炭素化推進計画の目標（計画期間：2050年までとする）

水素・アンモニア等の需要推計及び供給目標の検討
（需要ポテンシャル）

短 期
（2025年度）

中 期
（2030年度）

長 期
（2050年）

水 素 ー ー 約47万トン/年

アンモニア ー 約5.2万トン/年 約1,560万トン/年
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福島県小名浜港湾建設事務所
小名浜港全般

助成制度
福島県小名浜港利用促進協議会
（事務局：いわき市産業振興部産業みらい課内）

見積依頼
コンテナ利用全般

（株）いわき小名浜コンテナサービス
〒971-8183 福島県いわき市泉町下川字大剣196
TEL：0246-75-0210 FAX：0246-75-0280

〒970-8686 福島県いわき市平字梅本21
TEL：0246-22-1162 FAX：0246-22-7582

〒971-8101 福島県いわき市小名浜字辰巳町68  
TEL：0246-53-7124 FAX：0246-53-7130
mail：onahama.kouwan@pref.fukushima.lg.jp

ぜひ小名浜港をご利用ください！
トライアル利用、港の見学なども大歓迎です。

まずはお気軽にお問い合わせください。
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